
 

 
 

 
 

令和５年度 土木鋼構造診断士認定試験 

 

 

専門記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は２問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁に，受験番号を記入してください． 

④ 解答用紙の各頁に，問題番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験完

了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 

  



 

 
 

専門記述式問題は，問題Ａおよび問題Ｂに分かれています． 

問題Ａと問題Ｂのいずれにも解答しなさい． 

 

 

問題Ａ 

次の【問題Ａ－１】～【問題Ａ－３】のうちいずれか１題を選択して解答しなさい．

解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 

（500 字詰め原稿用紙×２枚以内，ただし，800 字以上 1,000 字以内とする．） 

 

【問題Ａ－１】 

既設鋼構造物の腐食事例を１つ挙げ，腐食部位と腐食状態を簡潔に述べるととも

に，あなたが性能を評価するうえで重要と考える測定項目を２つ挙げ，測定項目

毎に重要と考えた理由と有効な計測技術を述べよ． 

 

【問題Ａ－２】 

既設鋼構造物の溶接部に塗膜割れが確認された事例を１つ挙げ，調査の概要，診

断する上での留意点について述べよ． 

 

【問題Ａ－３】 

鋼構造物における劣化事例を１つ挙げ，概要を簡潔に述べよ．更に，既設の類似

構造物においてそれを予防するための方策を２つ挙げ，それらの適用上の留意点

を述べよ． 

 

 

問題Ｂ 

次の【問題Ｂ－１】～【問題Ｂ－５】の語句のうちいずれか２題を選択して，それぞ

れの内容を説明しなさい．解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 

（それぞれ，500 字詰め原稿用紙×１枚以内，ただし，400 字以上 500 字以内とす

る．） 

 

【問題Ｂ－１】重防食塗装 

 

【問題Ｂ－２】座屈 

 

【問題Ｂ－３】当て板補強 

 

【問題Ｂ－４】溶接残留応力 

 

【問題Ｂ－５】応力頻度測定 

 



 

 
 

 

 

令和４年度 土木鋼構造診断士認定試験 

 

 

専門記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は２問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁に，受験番号を記入してください． 

④ 解答用紙の各頁に，問題番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験

完了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 



 

 
 

専門記述式問題は，問題Ａおよび問題Ｂに分かれています． 

問題Ａと問題Ｂのいずれにも解答しなさい． 

 

 

問題Ａ 

次の【問題Ａ－１】～【問題Ａ－３】のうちいずれか１題を選択して解答しなさい．

解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 

（600 字詰め原稿用紙×２枚以内，ただし，900 字以上 1,200 字以内とする．） 

 

【問題Ａ－１】 

既設鋼構造物において，座屈が生じる可能性のある状況を2つ挙げ，それぞれにつ

いて概要と対応策を述べよ． 

 

【問題Ａ－２】 

既設鋼構造物の点検，調査において，効率化または信頼性向上に資する新しい技

術を2つ挙げ，それぞれについて従来技術との違いに触れながら概要を述べよ． 

 

【問題Ａ－３】 

定期点検結果に基づき既設鋼構造物の健全性を診断する際，重要と考えられる技

術的観点を3つ述べよ． 

 

 

問題Ｂ 

次の【問題Ｂ－１】～【問題Ｂ－５】の語句のうちいずれか２題を選択して，それぞ

れの内容を説明しなさい．解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 

（それぞれ，600 字詰め原稿用紙×１枚以内，ただし，400 字以上 600 字以内とす

る．） 

 

【問題Ｂ－１】耐候性鋼 

 

【問題Ｂ－２】高力ボルト摩擦接合 

 

【問題Ｂ－３】金属溶射 

 

【問題Ｂ－４】疲労強度等級 

 

【問題Ｂ－５】渦流探傷試験 



 
 

令和３年度 土木鋼構造診断士認定試験 
 

 

専門記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は２問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁に，受験番号を記入してください． 

④ 解答用紙の各頁に，問題番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験完

了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 

 



 
 

 
専門記述式問題は，問題Ａおよび問題Ｂに分かれています． 
問題Ａと問題Ｂのいずれにも解答しなさい． 
 

 

問題Ａ 

次の【問題Ａ－１】～【問題Ａ－３】のうちいずれか１題を選択して解答しなさい．

解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 
（600 字詰め原稿用紙×２枚以内，ただし，900 字以上 1,200 字以内とする．） 
 
【問題Ａ－１】 
既設鋼構造物において緊急対策を要する腐食損傷，疲労損傷の例をひとつずつ挙

げ，それぞれの損傷について概要，緊急対策を要する理由および緊急対策の内容

を述べよ． 
 
【問題Ａ－２】 
既設鋼構造物に著しい変形が見つかった．対策を検討する上で重要な観点を３つ

挙げ，それぞれの概要を述べよ． 
 
【問題Ａ－３】 
既設鋼構造物の効率的な維持管理を実施する上で重要と考えられる観点を３つ挙

げ，それぞれの概要を述べよ．  

 

 

問題Ｂ 

次の【問題Ｂ－１】～【問題Ｂ－５】の語句のうちいずれか２題を選択して，それぞ

れの内容を説明しなさい．解答用紙の所定欄には選択した問題番号を記入しなさい． 
（それぞれ，600 字詰め原稿用紙×１枚以内，ただし，400 字以上 600 字以内とす

る．） 
 
【問題Ｂ－１】素地調整 
 
【問題Ｂ－２】支圧接合 
 
【問題Ｂ－３】動ひずみ測定 
 
【問題Ｂ－４】超音波探傷試験 
 
【問題Ｂ－５】疲労設計曲線 
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